
グレンデール市慰安婦像の
撤去を求める訴訟の現状 

「慰安婦」問題は、米国在住の日本人／日系人にとっても非常に関心が高い問題で
あり、今後の展開に不安を持つ人も多いと思います。この講演会では、グレンデー
ル市の「慰安婦像」建設を憲法違反として撤去を求める訴訟を起こした元ハーバー
ド大学准教授の目良浩一氏に、同訴訟の現状および今後の見通しについて解説して
いただきます。本年に入って日本政府が河野談話の検証報告を行い、朝日新聞社が
吉田清治氏の証言の虚偽性を認めるなど、慰安婦に関連した大きな動きが見られま
すが、これらの動きを問題の解決に結びつける力は、私達一人一人の意識から生ま
れるものだと考えますので、皆さまのご参加を心よりお待ちしています。 

目良浩一（めら・こういち）氏について 
前南カリフォルニア大学（USC）教授／元ハーバード大学准教授。「歴史の真実
を求める世界連合会」GAHT（https://gahtjp.org/）主宰。グレンデール市の
「慰安婦像」建設に対し、「連邦政府の権限である外交問題に関してグレンデー
ル市が直接に態度を表明したことは、連邦政府に外交権限を独占的に付与した米
国の憲法に違反する」として、市が付設した慰安婦像の撤去を求める訴訟を起こ
した。この訴因の潜在的な効力は、もし勝訴して判例ができれば、米国内の他の
都市における同様な慰安婦設置の試みを阻止することが可能になることである。
この訴訟は今年8月4日に棄却されたが、9月3日に控訴、現在に至る。 

当日は寄付を受け付けます。ご希望の方はGAHT-US Corporation宛ての小切手をご用意
ください（現金は受け付けておりません）。 

                                                  　 記 
講演会日時：2014年11月9日（日）午後1時から午後3時まで（12時半開場） 
場所：FOUR POINTS BY SHERATON, 8110 Aero Drive, San Diego 
         CA 92123             TEL (858) 277-8888 
講演者：前南カリフォルニア大学（USC）教授／元ハーバード大学准教授  
            目良浩一氏 
参加費用：$15　（尚、申し込みの〆切は10月31日です） 
参加申し込み、問い合わせ先：info.sdyushi@gmail.com 
                                        （Eメールでお願いします） 
主催者：サンディエゴ有志一同 


